
（様式３） 

外国人児童生徒等教育アドバイザー派遣結果報告書 

 

都道府県名 東京都 市町村名 練馬区 大学名  

派遣日 

（事前相談）令和３年 ８月２７日（金）１０：００～１１：００ 

（研  修）令和３年１０月１９日（火）１４：００  講師来庁 

１４：１５～ 事務局との打ち合わせ 

１４：３０～１５：４５ 研修会 

１５：４５～１６：００事後打ち合わせ等 

１６：００  講師退庁 

実施方法 ※いずれかに〇をつけてください。    派遣   ／   遠隔 

派遣場所 練馬区立学校教育支援センター（東京都練馬区光が丘６－４－１） 

アドバイザ

ー氏名 
港区立笄小学校 主任教諭 花島 健司 先生 

相談者 練馬区教育委員会教育振興部教育指導課 指導主事 四ツ目 理恵 

相談内容 

・練馬区における在留外国人の人口は約２１,０００人であり、中国籍・韓国籍・フィリピン

籍の在留外国人は人口の約７割を占めている。 

・「令和３年度日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等の関する調査」において、前回調査

と比較し、緩やかな増加傾向にある。 

・区が行った家庭教育等に関する調査では、児童生徒の母親、あるいは両親共に日本語が不自

由な場合があることや、一部の外国籍保護者においては日本語を勉強する意思がないこと

が分かった。 

・生活スタイルや文化の違いから、児童の就学時の手続きや準備する物等がそろわず、対応に

苦慮するケースも多くなってきている。 

 

以上のことから今年度より教職員向けに研修を実施し、文化間移動をする子供たちの現状

および学校における受入れ時の留意点、校内支援体制等の構築を推進したい。合わせて、日本

語指導講師、外部の日本語指導教室等と校内の連携、保護者や地域との連携、指導体制の構築

についてアドバイスをいただきたい。 

派遣者から

の指導助言

内容 

区内小中学校に勤務している教職員対象の研修会講師としてアドバイザーを招聘し、外国

籍児童生徒および保護者の学校生活を送る上での困難さ、学校・区教育委員会ができること、

取り組むべきことについて講義いただいた。合わせて、日本語指導講師、外部の日本語指導教

室等と校内の連携、保護者や地域との連携、指導体制の構築についてアドバイスいただいた。 

講義「成長・発達の途上で文化間移動をする子供たち」 

１ 外国人児童生徒等の受入れの状況 

２ 発達の途上で文化間移動する子供たち 

３ 複数の言語に触れて育つ子供たち 

４ 外国人児童生徒等の義務教育以降の現状と課題 

５ 学校の受入れ体制づくり・役割分担 

６ 実際の指導の様子、他自治体等の取組事例 

７ 初期指導で活用できる指導資料等の紹介 



（様式３） 

相談後の方

針の変化、

今後の取組

方針等 

・アドバイザー派遣を通し、区の外国籍等児童生徒支援の内容や体系、各校での取組・課題等

について整理することができた。 

・区の施策等、横断的な体制整備に必要な視点をアドバイザーから教示いただいた。 

・教育委員会および他課が個々に行っている外国籍等児童生徒の支援について、それぞれが連

携し、子供および保護者、受け入れている学校をサポートしていくことが大事であることを

理解した。 

・研修会では、受講者に対して文化間移動する子供たちの状況および支援の必要性について具

体的に伝えてもらい、様々な機関と連携することの重要性を示していただいた。 

・今後「子供たちのために」という視点で連携強化および事業構築に向けて具体的な対応を検

討していく。 

１枚にまとめる必要はありませんので詳細に記載願います。 

なお、本報告書の内容は、文部科学省ホームページで公開いたします。 

 


